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◆予約の際は件名に「記憶の跡をたどってﾐﾆﾚｸﾁｬｰ申込」と
明記のうえ、送信文に①氏名、②ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽをご記入下さい。

要予約

⽴命館⼤学国際⾔語⽂化研究所
⽂化の移動と紛争的 インターフェース／ジェノサイドと奴隷制部⾨

ガリツィア・ユダヤ博物館巡回展記念
「記憶の跡をたどって」

ミニレクチャー

司会：西成彦（立命館大学特任教授）

講師：篠原琢（東京外国語大学教授）

西村木綿（日本学術振興会特別研究員PD）

田中壮泰（立命館大学非常勤講師）

本企画は、科研費・基盤研究（C）：「ホロコースト文学」における語圏間の隣接性に関する比較文学的研究
（20K00531）のサポートを受けています。

（先着30名）
前日深夜までに
ご予約下さい



ポーランドでは過去千年以上にわたって、ユダヤ人の文明が発展し、大きな創造力と生命力を発揮
してきた。1920年代まで、ポーランドは世界最大のユダヤ社会を擁していたが、それはホロコースト
によって暴力的に破壊されてしまった。ポーランドにおけるユダヤ人の長い歴史はアウシュヴィッツと
ジェノサイドのイメージの影に隠されてしまったのである。ここではユダヤ人の過去を全体として理解
するために、別のイメージを提示することにしよう。かつてユダヤ人の生活が花開いた町々や村々に
見出される記憶の痕跡である。一時は永遠に失われてしまったかのようなこれらの痕跡は、今日、記
憶に留められつつある。

これは歴史の展覧会ではない。今日に残るユダヤ人の生活と文化の断片をまとめてひとつの絵を
描き出すこと、その痕跡を記録し、解釈することを展覧会は目的としている。それを知り、身近なもの
と感じ、そして考えてみよう。（巡回展覧会・趣旨文）

本ミニレクチャーでは、東欧史、東欧文学のなかでも、ユダヤ人集団の地域社会・地域文化への寄
与について研究する方々の協力を得ながら、目を通じて触れた「過去」を、学知と言葉でおぎなうとい
う試みとしたい。

また、第二次世界大戦終結から75年（四分の三世紀）を経たこの年に、さらに「ポーランドで起きた
ジェノサイド」について日本で語ることを意義を問い直すことができれば幸いである。

【司会者と講師の紹介】
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